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加子母の 94%は山林が占めています。 

 

加子母の木は、 

おじいちゃんの時代に植えられ、 

お父さんの時代に育てられ、 

孫の時代に伐採されます。 

 

長い年月の間にいく度かの風、雪、雷、地震など 

天地自然のわざわいに耐えて生き抜いています。 

 

「木を育てること」と「人を育てること」は同じことだと 

私達はこの地で、福島の子ども達と共に学びました。 

  

  

ずっと先の時代を見据えて、 

私達は、このキャンプを通して、 

どんな困難にも立ち向かうことのできる子どもの育成にチカラを注ぎます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 aichikara 

街頭募金担当 吉田 朱里 

日本赤十字豊田看護大学１年 

子どもの頃、私は外で遊ぶことが大好きでした。晴れの日はお陽さまの下で走り回り、雨の日は家

の中にいると外で遊びたくてうずうずしてしまうほどでした。 

 

愛チカラに入って、自分が子どもの頃にできていた外遊びが安心してできないという福島の子ども

達の現状を知り、想像しただけで胸が詰まりました。そのような環境の中で、子ども達は計り知れない

ほどの我慢を積み重ねているのだろうと感じました。 

 

私は、初めて参加した昨年のサマーキャンプで、子ども達が外に出て生き活きと遊ぶ姿を見まし

た。その時『この子達はこんなにも遊びたがっている、この子達の子どもらしい姿が消えてほしくない』

と強く感じました。 

子ども達にとって、外に出て遊んだり、自然と触れ合ったりすることは、身体的にも精神的にも非常

に大切なことです。大人にはない、子ども本来の純粋な感性が磨かれているまさに今、外に出てたく

さんの自然と触れ合い、様々なことを吸収してほしいです。そして『子ども達のことを思う気持ちを私

達の活動の本拠地である愛知県内の方にも伝えたい』という思いから、街頭募金活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

明日
あ す

へふみだせ！勇気
You key

のジャンプ！！ 

～個性のジャンプがカギになる～ 

 

これが今回のキャンプのテーマです。 

子ども達が目標に向かっていくとき、目の前には様々なハードルが現れます。今回のキャンプでは

勇気こそが“You key”、つまり自分自身が持つ個性のカギであると考えました。キャンプという慣れな

い共同生活の中で、子ども達は勇気を持って様々なことにチャレンジしました。それと同時に、全身で

自然と触れ合うことにより、普段子ども達の中に秘められた感性をたくさん磨くことができたのではな

いでしょうか。 

 

キャンプ開催にあたり、愛チカラの活動を支えてくださった皆さまに心より感謝申し上げます。この

冬、福島の子ども達が一つひとつ積み重ねた成長をこの報告書を通してお伝えしたいと思います。 

 

寒い中ではありましたが、街の方の様々な想いを 1つ

の募金箱の中に集めると、持ち続けた募金箱にはずっ

しりと温かい重みを感じます。 

『少しでも多くの人の想いを子ども達に届けたい』  

いつしかそのような目標を持って街頭に立つ自分達

がいました。 

はじめに 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども達と接するスタッフは、毎週のミーティングに加え、子ども特有の心理面や身体症状、コミ

ュニケーション法を学ぶために、医療系大学の教授や心理カウンセラーの先生より実践的な知識

と技術を教えて頂きました。 

また、子ども達がのびのびと生活できるよう、スタッフ間のコミュニケーションを深めるための研

修会を行いました。 

１．心理面での研修会 

２．身体面での研修会 

３．コミュニケーションを深めるための研修会 

スタッフ同士の意思疎通がスムーズにいき、子ども達

がのびのびと生活できるよう、お互いの考えや意見を交

換してコミュニケーションを深めました。また、震災以

降、地震や津波、原発事故により制限の多い生活を送

っている子ども達の現状を学びました。 

日時：11月 18日・12月７日 19:00～21:00 

会場：一般社団法人 aichikara事務所 

子ども達が、キャンプ中やその後もストレスと 

うまく付き合うことができるようになるための方法

や、子ども達が福島県での生活について、そっと

私達に語り始めたとき、それを受け入れることが

できるように、体験学習を実施しました。 

日時：11月 24日 10:00～16:00 

会場：至学館大学 

講師：国際ストレスマネジメント教会ジャパン 理事長 田中純 先生 

日時：11月 27日 19:00～21:00 

会場：名古屋大学 大幸キャンパス 

講師：名古屋大学/岐阜大学/中部大学/愛知県立大

学/岐阜県立看護大学/名古屋市立大学/日本赤十

字豊田看護大学の先生方 

学童期における身体の特徴や冬季特有のインフ

ルエンザやノロウイルスなどの感染症の予防や対策

を中心に、人工呼吸や心臓マッサージなどの救急法

を実演を通して学びました。 

スタッフの事前研修会の様子 



１．今回は初めての試みとして、子ども達の自立心や自主性を育む

ことを目的とし、２人１組のバディ制をとりました。 

２．スタッフの立場で参加する『キッズスタッフ』という役割をつくり、

一緒に生活している仲間同士で高め合い、協力し合う環境を整

えるように心がけました。 

３．遊ぶとき、勉強するとき、食事のときなどメリハリをつけ、子ども

達の集中力の維持、向上を図りました。 

  

子ども・幼児隊 

子ども隊長 
至学館大学３年 
横倉 亜美 

キャンプ隊長 
至学館大学３年 
鈴木 健太 

１．企画隊：保養効果を高めるための心理学的アプローチとして、

子ども達の感性を育む、工作や演奏会を企画運営しました。  

２．事務局：内部の仕事だけでなく、ご協力して下さった方々が訪

問された際に、現場だからこそ感じられる子ども達の様子や成

長をご案内しました。  

３．運行隊：子ども達の健康面に配慮し、休憩を適度に行い、渋滞

の少ない安全な経路選択を行いました。 

 

保健隊長 
日本赤十字豊田看護大学３年 
望月 美紗貴 

保健隊 

１．毎朝、子ども一人ひとりの体調管理の個票に沿って体調・体

温・排便・食事・睡眠の状況を確認し、子ども達の体調の変化を

経時的に管理しました。  

２．大きな環境の変化でも子ども達が安心して心から楽しめるよう

に、小さな表情の変化や子ども達の声にならない訴えもひろえ

るよう、心がけました。 

キャンプ隊 

各隊の 



１. 子ども達が感染症にかからないために、室内温度を 18℃～25℃、湿度を

40％～65％に保つなどの安全性と快適性を確保することを心がけました。 

２. 子ども達一人ひとりが周囲の変化に気づき、行動する力をつけるため

に、「ごみが落ちているけど、どうしたらきれいになるかな？」というような声

かけをして、その状況に見合った対応をするように取り組みました。 

３. 課題になっていた便秘が解消されるように、うんちが出やすくなるマッサ

ージが書かれた紙をトイレに掲げるなど、日常的に子ども達自身が取り組

める健康法を提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活隊 

生活隊長 

名城大学３年 

高嶋 辰宜 

食事隊 

食事隊長 
至学館大学３年 
松本 美緒 

１．約 120 食（後半は約 200 食）を３食手作りにこだわって調理

しました。美味しい食事は楽しいキッチンから！を心掛け、ボ

ランティアスタッフ・キッズスタッフみんなで力を合わせて活

気あふれるキッチンになるよう声をかけ合いました。 

２．可能な限り、原材料からの調理を行いました。特に、煮干し

やかつお節を使っただし汁や、100％みかんジュースは、毎

晩の仕込みから行い、各メニューに使用しました。 

３．子ども達が楽しんで食事をできるように、人参や海苔などを

ハート形に型抜きして、見て楽しい、食べて美味しいと感じて

もらえるよう、愛情を表現しました。 

１．期間中、全ての子ども達の写真を平等に撮り、偏りのないようにしてい

ます。 

２．子ども達の、自然な表情を撮るのは難しいですが、名前や好きなこと

を覚えて子ども達と接し、一人ひとりの表情を写真に残しました。 

３．期間中は毎日２回のブログと facebookの更新で、福島で待っている親

御さんにできるだけたくさん子ども達の様子を発信し、キャンプの雰囲

気をお伝えできるようにしました。 

４．キャンプ終了後、子ども達一人ひとりのアルバムを作成し、ご家族にお

渡しします。 

 

記録隊 

記録隊長 
至学館大学３年 
山本 祐里 

紹介 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就寝前にリラックスするため、 

マッサージや切り絵を行います。 

子ども同士がふれあい、1日を元気に過ごす

ためのレクリエーションや体操を行います。 

6：30 

起床・体調チェック 朝レク・歌 

翌日の準備 リラクゼーション 就寝 

6：45 

21：00 21：30 21：20 

 
体温測定・排便・食欲のチェック

を行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝ごはん 宿題 お掃除 

午前の企画 
・ 

自由時間 

お昼ごはん 

夜ごはん お風呂 日記 

午後の企画 
・ 

自由時間 

7：30 8：50 9：20 

10：30 

12：00 

13：30 

18：00 19：00 20：00 

期間中のプログラムは、子ども達が

それぞれの気持ちでやりたいことを

できるよう、選択制としています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回のキャンプでは、今までにも何度か参加している子ども達から「スタッフがやりた

い！」という声があがりました。そこで、食事隊や生活隊を手伝う“キッズスタッフ”としてスタ

ッフと一緒になって全員分の食器洗いや施設の掃除、イベントの準備の手伝いなどをする

役割が新たにできました。 

 

キャンプ初日は初めてのスタッフの仕事に慣れない様子だった子ども達も、日が経つに

つれ、自分の仕事にも慣れてきました。キャンプ終盤には、仕事をやることが楽しく、それが

日常の一部になっていました。また、スタッフが「手伝って！」と依頼するより前に「何かやる

ことある？」「これ、やってもいい？」と自分から仕事を探し、テキパキとこなしている姿を見

て「キッズスタッフになりたい！」と立候補する子どもも増えていきました。 

 

 “支えられる側”から“支える側”へ成長していく子ども達。 

 

子ども達は、キャンプという集団生活の中でチャレンジすることを自分達で見つけ出し、

成長していきます。 

勇気を出して、何かにチャレンジしている友達の姿を見て『自分も頑張ってみようかな』と

思い活躍する、そんな勇気のサイクルがありました。 

 

子ども達がチャレンジするペースやタイミングは、一人ひとり違います。キッズスタッフの

仕事を通して、子ども達はそれぞれのタイミングで何かにチャレンジするきっかけをつか

み、新たな一歩をふみ出して自信につながりました。 

 

キッズスタッフページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕は今回、友達に誘われて

キャンプに参加しました。 

食器洗いの手伝いをしている 

実際にスタッフをやってみて感じたことは、思っていたよりも忙しいということです。イベントの準備

を子ども達に気付かれないようにやったり、子ども達がいない間に掃除をしたり…。そしてなにより、

100人以上の食事の準備や食器洗いがとても大変でした。 

その中でも気付いた事は、スタッフの人達は、子ども達に疲れを感じさせず、笑顔でお世話をして

いる所がすごいと感じました。 

 

僕も、将来愛チカラのスタッフのような、疲れている時でも笑顔で 

がんばって仕事ができるような人になりたいです。 

また、今後もスタッフを続けていきたいです。 

震災以降、福島県から愛知県に引っ越してきた嶺音
れ の ん

君は、福島県に住んでいる親友の皓暉
ひ ろ き

君

と佑
ゆう

太
た

君を誘い、今回のキャンプはジュニアスタッフとして参加しました。 

秋葉
あ き は

 嶺音
れ の ん

（中学２年） 

 

菅野
か ん の

 皓暉
ひ ろ き

（中学２年） 

僕は今回、初めてスタッフとして参加しました。 

キャンプが始まってからすぐは、何をしていいのか分からず

ただウロウロしているだけでした。 

僕は、主に生活隊として活動し、その他には食事隊などのお手伝

いもしました。正直、結構つかれる仕事でしたが、とてもやりがいがあ

って、楽しかったです。 

 今回の体験をさせてくれた、家族やスタッフの方、そして僕を誘って

くれた友達に感謝しています。ありがとうございました！ 

大橋
おおはし

 佑
ゆう

太
た

（中学２年） 

 
時は正直、大変だなと感じることもありました。でも、頑張ってや

りとげると、みんなから「ありがとう」と言われ、やってよかったと

思いました。 

 みんなと協力し、支え合うことができ、楽しいウィンターキャン 

プになりました。今回の経験を通して、積極的に手伝いをしていけるようになりたいと思いました。 

僕は、第１回目のキャンプから参加していて、スタッフの人や加

子母の地域の人に助けられていたので、その恩返しをしたくて、ス

タッフとして頑張ろうと思い参加しました。 

ジュニアスタッフとして活躍する嶺音

れのん

君の姿が、1月 22日

に NHKで全国に放送されました。現在は You Tubeで映像

を見ることができます。 

「NHK 愛チカラ」で検索！ NHK 愛チカラ 検索 

今度は僕が支えたい 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊愛チカラのごはん＊ 

「ご飯できたよー！」 

 

お母さんがキッチンに立って料理をして、温かい食事を出してくれる。そんな日常を目指して、食

事隊は約 120 人分の食事を毎日３食作りました。何気ない日々の生活の一部分で、当たり前のよう

に思いがちですが、この“手作り”ということが、子ども達を大切に思う愛情を表現し、子ども達に合

った微妙な味覚を調整するものになります。 

 

キッズスタッフも力を発揮し、保護者の皆さま、地域ボランティアの皆さまをはじめ多くの方々の協

力によって作られた食事を、子ども達は笑顔で食べていました。 

 

メニューでは不必要な物質を体外に排出するデトックス効果、細胞の老化を防ぐ抗酸化作用、身

体の中から強い体質を作る免疫力向上などの効果を得られるように努めました。さらに、子ども達

の体調や状況を把握するために、各隊から情報を収集し、その時の子ども達に合った食品を使っ

て、効果的な調理方法を選びメニューを考えました。例えばスキーの日には身体が芯から温まるよ

うなメニューにしたり、便秘を解消するために、生野菜ではなく温野菜を取り入れたりしました。 

 

“トントントン” “ジュー” 

 

包丁で食材を切る音やフライパンで料理をしている音。プンプンと漂ってくる美味しそうな匂い。ハ

ートなどに型抜きされたカワイイ野菜達。そして何より共同生活をしている仲間と会話が弾む楽しい

食卓。その全てが子ども達の食欲に繋がりました。その結果、キャンプ終了時には開始時の２倍の

食事量になり、体調を崩す子どももほとんどなく、常に課題となっていた便秘も全員解消し、無事に

過ごすことができました。 

ごはん（パンと選択） 

納豆（ねぎ、きざみたくあん） 

じゃがいもと玉ねぎのみそ汁 

ハート型目玉焼き 

キャベツのベーコン巻き 

れんこんサラダ 

りんごのヨーグルト 

100％みかんジュース 

＜朝食＞ 

＜昼食＞ 

マカロニグラタン 

ブロッコリーとパプリカの 

付け合わせ 

もずくたっぷりスープ 

りんごのコンポート・アイス

添え 

 

十六穀米 

カブと白菜と人参の浅漬け 

塩麹唐揚げ 

ブリの照り焼き 

大根ステーキ 

ほうれん草のサラダ 

手作りポテトチップス 

＜夕食＞ 

 

ある１日のごはん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプが始まる前に、今までのキャンプの食事よりさらに一歩踏み出したことをしようと、何をすれば良い

かを考えました。 

  

昨年のサマーキャンプでは便秘の子が多く『せっかくキャンプに来たのに一番いい状態で帰らせてあげる

ことができなかった』という思いがありました。便秘だけではなく熱を出したりして体調を崩し、企画に参加する

ことができない子もいました。『そのような子を少しでも減らしたい』という思いから、今回のキャンプでは、

様々な症状に効果的な食材や調理法を用いた食事を提供しました。 

  

さらに、放射能の影響に対して効果的だとされている「デトックス効果・抗酸化作用・免疫力向上」の３つの

効果が得られるように、食材をどのような組み合わせにし、調理すると良いのかをまとめた公式集を作成しま

した。公式の中には、３つの効果と、子ども達に表れていた身体的な症状との関係も明記しました。この公式

集を参考に、日本の伝統である粗食を中心としたメニューを考案し、西日本産の食材で調理を行い、飲み物

では食物繊維が多く含まれたごぼう茶やとうもろこし茶を用意して、子ども達が自由に飲めるようにしました。

その結果、体調不良や心の不安によって保健室を利用した子はほとんどいなく、課題だった便秘になる子も

ゼロとなり、無事にキャンプを終えることができました。 

  

今後も公式集をより良いものに発展させ、現場でのさらなる努力を積み重ねて、子ども達の健康が 120％

の状態で福島に帰れるようにしていきたいと思います。 

症状に効く食品・調理法 

 

症 状 食 品 調理法 デトックス効果 抗酸化作用 免疫力向上 

便秘 
ごぼう・かぼちゃ 

芋類・海藻 
煮物、おひたし ○ ○ △ 

発熱 
豚ヒレ肉・豚もも肉 

豚ロース 
汁物、鍋 ○ ○ × 

鼻水・せき 

のどの痛み 
人参・かぼちゃ 炒め物、揚げ物 ○ ○ ○ 

筋肉疲労 

豚ヒレ肉・豚もも肉 

豚ロース 

＋ 

にんにく・ねぎ 

汁物、鍋 ○ ○ × 

慢性疲労 
柿・ブロッコリー 

赤ピーマン 
そのまま ○ ○ ○ 

ストレス 

牛乳・チーズ 

干しエビ・水菜 

＋ 

アーモンド・大豆・ひじき 

△ △ ○ 

睡眠促進 

バナナ＋ヨーグルト 

牛乳＋はちみつ 

さつまいも・鶏肉 

和える 

加熱 

煮る 

○ ○ △ 

下痢 肉＋人参＋ほうれん草 汁物 × ○ ○ 

そのまま 

 



 

 

  

原発事故による子ども達の精神的ストレスや心のトラウマを回復するためには、“リラクゼーション”“栄養セラピー” 

“アートセラピー”“健康増進”などの心理学的アプローチを行うことがとても有効であると証明されています。 

そこで愛チカラのキッズキャンプでは、この４つの方法を子ども達の生活に寄り添う形で行いました。 

また、キャンプで子ども達はどのような影響を受けたのでしょうか。キッズキャンプの保養効果を明らかにするた

め、キャンプ前、キャンプ後にアンケートを実施しました。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今回の愛チカラキッズキャンプでは、保養効果を高めるため４つの心理学的アプローチをプログラムや

子ども達の生活の中に取り入れました。子ども達の心は、アプローチによってどのように変化したのか、

キャンプの前後にアンケートを実施し比較検討することで保養の効果を考えます。 

 

愛チカラのキャンプでは、４つの心理学的アプローチとして“リラクゼーション”“栄養セラピー”“アートセラピー”“健康増

進”を子ども達の生活に寄り添い実践しました。 
 

“リラクゼーション”に関する項目は、大きな変化は見られませんでしたが、キャンプ当初から子ども達は穏やかな表情

を見せており、過度な緊張はなかったのではないかと考えられます。“栄養セラピー”に関する項目では、食事量が増加し

た子どもが多くなったことが分かりました。デトックス効果、免疫力の向上、抗酸化作用のある食事をたくさん食べること

で、体調不良や便秘などの症状を訴える子どもが少なかったと考えられます。“アートセラピー”に関する項目では、大きな

変化は見られませんでしたが、子ども達はアートセラピーを通じて、自己表現や感情の表出について自分なりの方法を見

つけることができたのではないかと考えられます。“健康増進”の項目では、朝すぐに起きられるようになったという項目が

増加していることが分かりました。子ども達は、キャンプにおいて規則正しい生活習慣を送ることで、より健康的に生活す

ることができたと考えられます。 
 

子ども達にとってストレスの少ない環境は、仲間と過ごす楽しさや喜びの共有の機会をもちやすく、感情の表現や達成

感を味わうことへと繋がりました。また、上記のグラフのようにキッズスタッフはキャンプ中、大変なこと、困難なこともあっ

た中で役割を果たそうとしている姿がありました。そのことが、キッズスタッフのキャンプ後の結果を大きく増加させた一つ

の要因ではないかと考えます。 
 

 

 

 

 

 

 

  

●対象者数：64名 

●得られた回答者数：61名 

●質問項目数：59個 

●質問内容：不安が引き起こす身体的・精神的症状について 

（例：大きな声を出したくなる、やる気が起きない、爪をかむことがある等） 

●回答方法：各質問に対して最も当てはまる数字を一つ選択 

（１：よくある、２：ときどきある、３：どちらともいえない、４：あまりない、５：全くない） 

アンケートの結果と考察 

キッズスタッフ 

以外の子ども キッズスタッフ 

増加率（％） 

キャンプ後の回答方法の数値が、キャンプ前の結果より増加していた項目を取り上げました。キッズスタッフ

とキッズスタッフ以外の子ども達では、増加率に違いがあったため比較することにしました。 

結果・考察 

意欲的に取り組むこと 人との関わりを持つこと 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 

自信を持つこと 

ア
ン
ケ
ー
ト
概
要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 aichikara 

理事 御堂 大貴 

愛知教育大学大学院３年 

福島っ子キッズキャンプは、この度第６回目を無事に終えることができました。 

第１回目から来てくれている子、初めての子など、本当にたくさんの子ども達との出会いがありまし

た。 

 

私自身、震災後、福島の地に立ち「このままじゃいけない、何かしなければ」と活動を始めてか

ら、早３年が過ぎようとしています。 

来年からは社会人になるということで『全日程でキャンプに参加できるのはこれが最後だな』そん

なことを考えながら参加したキャンプでした。 

 

１回目のキャンプは『とにかく子ども達を放射能のないところで思いっきり遊ばせてあげたい』とい

う思いで始めたキャンプでしたが、３年という月日が過ぎる中で、あの頃は想像もしなかった、素敵

な“イマ”が目の前には広がっていました。 

 

―個々がレベルアップするキャンプ― 

 

私達の背中を見て『自分もやるんだ』という思いを持ち、当時小学生で参加していた子が、時を

経て中学生になり、子ども達を支える側に成長していったことに本当に感動しました。 

その彼らの後ろ姿を見て、参加したたくさんの子ども達がお手伝いをしてくれるようになりました。 

キャンプの中で何かを感じ、自分で決めて動く彼らの姿は本当にまぶしかったです。 

私達だけでなく、みんなで創るのが愛チカラのキャンプだということを再認識できました。 

 

毎回のことですが、私達自身、支援する立場でありながら、キャンプでそんな子ども達を見て感

動と笑顔、そして勇気をもらい、今回もたくさんの汗と涙を流しながら成長させてもらいました。 

この活動を通して、支援者と被災者という壁を乗り越え、互いに支え合える家族として共に生き

ていく関係を築いていければと思っています。 

最後になりましたが、中津川市、加子母、高山市の

皆さまをはじめ、愛チカラを支えてくださる皆さまへ心よ

り御礼申し上げます。 

 

皆さまへの感謝の気持ちを、子ども達の咲
え

顔
がお

と希望

に輝く未来に変えていければと思っております。今後と

もご支援、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

むすびに 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福島県で産まれ育ち、東海地方に居を構えるオトナとして、福島県内全ての子ども達に、明るい未来に

向かって、夢と希望を両翼に抱え、青空に羽ばたいて欲しいと願っています。 

 

共催者としての立場から見た、今回のキャンプの収穫は、子ども達自身から、“何かを表現してみた

い！“何かをやり遂げてみたい！”という欲求がカタチになって成果となり得た事です。 

何でもイイ。小さな絵を一つ描きあげる事。人前で、歌ったり踊ったりする事。 

小さなやり遂げ感が、自信になり、必ず生き抜くチカラになると信じています。 

 

決して、明るい未来は用意されていない。だからこそ、福島の子ども達には自らの生きるチカラで、アタ

ラシイ未来を創っていって欲しい！と願うのです。 

子ども達発信のチャレンジを私達オトナが、しっかり受け止め、既に次のStageを見据えて行動すべきで

有る！という事を実感したキャンプでした。 

 

毎回の事ですが、沢山の方々のご協力と愛情に、福島県出身者として感謝申し上げます。 

今後も福島県を、福島の子ども達を、宜しくお願いいたします。 

12月 22日（日）～29日（日）子ども 65人父兄６人サポーター100 人。 

  「ふれあいのやかた」だけでは足らずに、高学年は「かしも倶楽部」に泊まった。もう何回目かの事なの

で慣れてきた。温泉も毎日運んだ。 

差し入れも戴いた。南三陸町の魚卸しの渡辺さんは、たくさんの魚を送って下さった。 

  

年末は寒かったので、子ども達の体調が心配だったが、全員元気に家に帰ったと聞いて安心した。 

私達は、当たり前の事として風に吹かれ、雨にぬれて生活をしている。 

しかし、この子ども達にとって、私達の当たり前がどれほど貴重な事か計り知れない。 

こんなにしてしまった原発を、又全国で再稼働しようとしている国が許せない。 

戦争が起こればまず原発が狙われる。日本中が住めなくなる。そんな事がおこりかねない世界情勢な

のだ。 

現実から目を反らさずに、今、私達は声を出し行動を起こさねばならない大切な時に居るのだ。 

「日本人よしっかりせよ」と言いたい。 

株式会社中島工務店 

代表取締役 中島 紀于 

ご協力いただいた皆さまから 

カラダのアトリエ マナマナ(沼田 眞由み) 

コンテンポラリーダンサー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般社団法人 aichikara 

代表理事 石原 杏莉 

小国からの咲
え

顔
がお

 

代表 大波 尚美 

このキャンプは、福島県伊達市霊山町小国地区から始まりました。 

現在では対象者も福島県全域となり、参加者が 70名を越えるという過去最大の人数で、とても賑やか

なキャンプとなりました。 

 

本来ならば家族と過ごすクリスマスは、特別な場所で特別な仲間と美味しいごちそうを食べながらの楽

しいクリスマス会となり、きっと最高の思い出になったことでしょう。そして、メインイベントのウィンタースポ

ーツでは、スノーボードを初体験した子ども達から「とても楽しかった！またスノーボードやりたい！」とい

う声も聞けました。 

 一緒に参加をした保護者のみなさんからも「保護者にとってもリフレッシュできる良い機会でした」との声

も聞いております。 

 

この度もたくさんのご支援・ご協力を賜り、無事にキャンプが開催できました。 

ご協力頂いたみなさまに保護者を代表し、心より感謝申し上げます。 

代表者から 

この度も、福島っ子ウィンターキャンプにご協力頂きました皆さまに心より御礼申し上げます。 

震災から３年が経とうとしている今日ですが、被災地の状況が目に見えるように変わることはほとんどあ

りません。 

そのような中でも、子ども達は心身ともに逞しく成長していきます。それは、大人が思っている以上に

早く、驚く程に真っ直ぐです。 

その成長は、大人がどれだけ努力をし環境を整えるかで左右するのだという事を、キャンプを重ねる

度に気付かされます。 

 

東日本大震災と原発事故は、日本の歴史に何を伝えようとしているのでしょうか。過去を変える事がで

きないのであれば、これをきっかけに出会った子ども達や人々と共に、未来を変えていかなければなら

ないという思いを新たにしています。 

子ども達には、このキャンプをきっかけに、明日も明後日も 10年後も 20年後も、今が一番幸せである

と胸を張れる人に…加子母の木のように真っ直ぐに育っていってほしいと願います。 

 

今後も『１人でも多く１日でも長く』福島っ子キッズキャンプを開催出来るよう、スタッフ一同全力で頑張

って行きますので、ご支援ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 



石原 杏莉(あんちゃん) 

大波 尚美(きゃんみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木 理恵(すー) 

鈴木 健太(すずけん) 

柴田 結実子(はな) 

朝日 唯(きゅー) 

小原 有輝也(ゆっきーや) 

香田 奈里美(キレーゼ) 

北角 沙也香(ずみ) 

鬼頭 将大(きとぅ) 

清水 翼(つばちゃん) 

須田 元子(もっち) 

樋口 一則(お父ちゃん) 

樋口 菊代(きくさん) 

平田 大援(やったー) 

御手洗 敦司(あっちゃん) 

山本 時子(とっきー) 

吉田 朱里(しゅり) 

吉村 郁乃(のぎー) 

横倉 亜美(あみぃ) 

石原 なる美(みんみん) 

阿部 那由多(なゆゆ) 

石動 愛恵(ジェリー) 

大見 優介(おみー) 

久保田 拓未(KK) 

酒井 莉子(りっちゃん) 

坂本 惟(うーちゃん) 

柴田 直香(もんた) 

鈴木 涼太(るーぱー) 

高橋 周子(えいちゃん) 

都築 大地(ひしょー) 

鶴田 晴紀(どっと) 

西岡 拓真(うーぱー) 

野田 玲奈(のだれな) 

林 里奈(やっしー) 

藤田 美咲(ラビ) 

本多 那奈(ぽんた) 

横山 菜津子(プチ) 

横山 真理奈(まりあん) 

吉田 健太(よしけん) 

スタッフページ 

中村 豊(大道具) 

保田 健志(たけぼー) 

御堂 大貴(だいだい) 

代表 

子ども隊 

小笠原 佑奈(ロぺ) 

中林 晴香(さとこ) 

中村 美沙(おいち) 

幼児隊 

キャンプ隊 

運行隊 

○ 

◎ 

○ 

◎ 

★ 

○ 

◎ 
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望月 美紗貴(ちゃー) 

前 詩苑(しおん) 

蟻川 奈央(ありちゃん) 

袴田 翔大(あきぐち) 

大島 巧(おじサンタ) 

飯田 恵司(メッシー) 

井谷 優太(工場長) 

揖斐 信輔(いびっち) 

北原 直樹(おにぎり) 

小林 明日香(くろ) 

志治 友規(なんなん) 

登 智恵(ちゅーちゅー) 

中村 浩(中村さん) 

服部 誠司(にんにん) 

前田 遥(はるふぃす) 

矢野 江里(エリーゼ) 

吉村 康範(よっしー) 

東松 広岳(トーマス) 

松本 美緒(らんらん)             

青木 友梨(まぐ) 

上野 桃子(さぎやま) 

内木 拓也(うっちゃん)          

宇野 瑞帆(ばちゃん) 

大村 直美(にゃー)               

川井 恵美子(ぐる) 

小金沢 奈央(なお)                        

後藤 美佐(のんたん) 

島田 友喜(チャップ) 

椙岡 拓己(ばんちゃん)         

中谷 真由子(まゆこんぐ) 

花木 俊希(タネ)                 

比嘉 夏希(さんご) 

宮崎 彰顕(ざっきー) 

森本 麻友(ちょりん) 

安田 紀子(やーちゃん) 

社会人サポーター 

保健隊 記録隊 

山本 祐里(ゆりぃ) 

矢野 貴恵(きーまん) 

 

◎ 

大井 優子(たま) 

高嶋 辰宜(たっつん) 

片山 日香里(ぴっかり) 

石川 裕一(かにー)  

伊藤 綾野(いとちん) 

勝野 苑(じょじょ) 

神園 太希(ドンキー) 

佐藤 匠(息子) 

檀林 令奈(だんちゃん) 

寺田 貴文(てんてん) 

中村 圭吾(ミシノブ) 

細口 まき(まき) 

堀江 健(ほりけん) 

メンデスフィオナ(フィー) 

○ 

◎ 

★ 

生活隊 

○ 

◎ 

食事隊 

★ 

◎ 

◎ 

★…社会人リーダー ◎…隊長 ○…副隊長 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中純/田口政勝/吉村卓浩/香田彩見/高嶋康弘/ベジギフト結友舎 千葉結香/後藤美

代子/橋口慶仁/宮田藤志次/北口/水澤彰人/和田友子/浅田好弘・れい子/椙岡茂/浅

見友美/いしこゆか/ほりはたしの/二継都/渡邊典秋/大井孝市/加藤美代子/伊藤水保/

井上貴湖/宮田光顕/樋口裕倫/滝敏行/山中裕香子/すずきめぐみ/渡辺正弘/内村菜

知子/久野武顕/松浦眞也/渡邊武士/石井達哉/黒田靖/花井昇/辻雅彦/内木伸/木村

仁枝/木村歌/加古忠利/茶畑和也/吉田裕子/久野和美/太田純子/伊藤洋平/ 

グルグルマーケットにご協力してくださった作家の皆さま/笑顔の写真屋さん とーや/ 

名古屋大学 浅野みどり/岐阜大学 杉浦太一/中部大学 山田知子/中部大学 石井真/

愛知県立大学 大橋幸美/岐阜県立看護大学 山本真美/名古屋市立大学 山口知香枝/

日本赤十字豊田看護大学 古澤亜矢子 
※敬称略・順不同 

ありがとうございました！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限会社舟山バス/福島交通観光株式会社/株式会社大木家/らそふぁみ♪/山下寝

具店/秋葉工務店/魚津漁業協同組合/スーパー生鮮館 ショッピングプラザ アトラ/

道の駅 加子母/鈴蘭高原 カントリークラブ/御嶽鈴蘭高原観光開発株式会社/加子

母新聞販売店/若尾僚彦税理士事務所/特定非営利法人セカンドハーベスト名古屋/

株式会社喜多八/紙文総合販売株式会社/有限会社マダインターナショナル/ミニミニ

大府店/農産物直売所 市・ござらっせの会/名古屋城東ライオンズクラブ/バレエショ

ップマアナ/六句の蔵ちゃん/キューコーポレーション/WINE９/株式会社ライフサポー

ト カーブス/カーブスイオン津/カーブス亀山エコー/カーブスイオンモール四日市北

店/カーブス生桑店/カーブスアピタ伊賀上野店/カーブスイオン大安店/カーブス桑

名中央店/カーブス志摩鵜方店/カーブス鈴鹿ハンター店/カーブスサンシ河芸店/カ

ーブスイオンタウン芸濃店/カーブスイオン久居店/カーブス松坂オークワ店/カーブ

ス松坂マーム店/カーブスサンシ菰野店/東濃檜伊藤林産有限会社/ヒルトン名古屋/

有限会社岩田食品/アムリタ/マルチママケープ Yellow Heart/覚王山のチーズ屋さ

ん メルクル/コープあいち 犬山地域委員会/コープあいち 新城センター/エムズリ

フォームサービス/株式会社ダレモネット/おひさまの会/株式会 L. O. K/えびすや 釣

具店/鶴舞健康院のみなさん/武並町まちづくり町民議会食農部会/有限会社青山/

学校法人大谷学園 みちる幼稚園/社会福祉法人フジ福祉会 名東保育園/社会福

祉法人 名古屋ライトハウス/大府市健耕サポーター・受入農家有志/農業生産法人 

有限会社南ひだヘルスファーム/株式会社松福/株式会社グランディール/株式会社

ヤオキスーパー/うつけの会/グリーンフィールド 名高山/コメダ珈琲店名高山店/コ

メダ珈琲店桜通大津店/コメダ珈琲店名古屋駅西店/コメダ珈琲店栄四丁目店/コメ

ダ珈琲店錦三丁目店/コメダ珈琲店納屋橋店/コメダ珈琲店御園店/コメダ珈琲店広

小路店/コメダ珈琲店梅森台店/へんてこりんっ！/喫茶ぶりこ/鉄板ダイニング向日

葵/本格焼酎 BAR リー/きさちゃん帝国/ABEAM/お好み焼き 伊東屋/麺屋りょうま 

櫻堂/DREAMS/株式会社元氣玉/珈琲元年 清須店/居酒屋 はやかわ/株式会社 

ツーリスト中部/東山珈琲館/コーヒーレストラン田園/まんぷく太郎 中之郷店/支留

比亜珈琲 春日井店/いずみピンチョ/永田ショップ/株式会社ヤマト/なんや/株式会

社あさくま/トラットリア リッカリーナ/美容室 Pin Curl/株式会社 インベス/徳家/海

の台所 麟屋/有限会社ひだ桃源郷/よりはぐプロジェクト 寿朗の郷/正五郎/株式

会社みちのく屋/有限会社平田屋商店/株式会社 GARO/小春日和/ベル・コラール  

                                                ※敬称略・順不同 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

多くのご支援・ご協力により福島っ子ウィンターキャンプ 2013 を終えることができました。

活動に賛同していただいた皆さまに、心より感謝申し上げます。 

福島の子ども達の現状を愛知県の方々にも知っていただくことや、キッズキャンプの重要性を伝えていくことを

目的とし、名古屋市内での街頭募金活動、募金箱設置活動を行いました。また、今回も多くの方からのご寄付や

物資提供のおかげで、無事キャンプを終えることができました。 

資金集めの一環として 10 月から開始した街頭募金では、毎週同じ場所で立ち続

けるうちに、様々な人と出会うことができました。「寒い中ありがとう」と、のど飴を差

し入れてくださった方、お金を入れた封筒に「いつも頑張っているね」と書いて募金し

てくださった方など、たくさんの方々が応援してくださいました。 

 

街頭募金 

募金箱 

寄付・物資提供 

福島っ子ウィンターキャンプ 2013 会計報告 

■収入合計   
補助金 

街頭募金 

参加費 

寄付金 

募金箱 

■支出合計  
旅費交通費 

備品・消耗品費 

食費 

企画運営費 

雑費 

賃借料 

保険料 

施設使用料 

印刷費 

郵送費 

旅費交通費 大型バス、高速・ガソリン代等 ￥1,641,411 

備品・消耗品費 生活用備品、企画用備品等 ￥1,096,770 

食費 キャンプ食材代、弁当代等 ￥666,713 

企画運営費 ウィンタースポーツ企画等 ￥625970 

雑費 コインランドリー代、チラシ折込代等 ￥246,587 

賃借料 布団レンタル代 ￥219,082 

保険料 保険料 ￥190,505 

施設使用料 水道光熱費、会議室等 ￥159,530 

印刷費 印刷代等 ￥129,733 

郵送費 参加資料送付等 ￥53,870 

合計  ￥4,990,171 

 

補助金 伊達市補助金 \1,294,375 

街頭募金 10月～12月の街頭募金 \1,244,757 

参加費 参加者、スタッフの参加費 \922,610 

寄付金 10月～12月の寄付金 \533,417 

募金箱 10月～1月の募金箱 \408,213 

合計  \4,403,372 

 

募金活動・会計報告 

愛チカラの活動にご賛同いただきました方々のおかげで、現在までに約 150 店

舗に募金箱を設置させていただいています。たくさんの方々から寄せられた募金に

よって、この度もキャンプを無事に開催することができました。子ども達の冬休みが

より一層楽しいものになり、笑顔でいっぱいの一週間を過ごすことができました。 

たくさんの方から頂いたご寄付や物資は、どちらもこのキャンプに参加する福島の子

ども達のために大切に使わせていただきました。中には、お野菜と一緒にお手紙を箱

に入れて送ってくださった方もいらっしゃいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 aichikara 

小国からの咲顔(福島県伊達市小国地区任意団体) 

共催 
 

後援 
 

愛知県        

福島県        

福島県市長会    

福島県伊達市    

岐阜県        

岐阜県中津川市  

岐阜県高山市  

中日新聞社 

 

協力機関 
 

加子母総合事務所 

加子母研修交流施設「ふれあいのやかた かしも」 

付知峡倉屋温泉 おんぽいの湯 

株式会社 中島工務店 

株式会社 大森自動車 

岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場 

モンデウス飛騨位山スノーパーク 

モンデウス位山スキースクール 

ひだ舟山スノーリゾートアルコピア 

アルコピア スキー・スノーボードスクール 

学校法人 至学館大学 至学館短期大学部 

愛知県教育委員会 

福島県教育委員会 

福島県町村会 

福島県伊達市教育委員会 

岐阜県教育委員会 

岐阜県中津川市教育委員会 

朝日新聞社 

共同主催 

カラダのアトリエ マナマナ(沼田 眞由み) 

コンテンポラリーダンサー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この報告書は、国立国会図書館 

東日本大震災アーカイブプロジェクトに協力しています。 

発 行 一般社団法人 aichikara  代表理事 石原杏莉  

事務局長 鈴木理恵    

事 務 局 柴田結実子、石原なる美 

編 集 横倉亜美、山本祐里、吉村郁乃、望月美紗貴 

片山日香里、宮崎彰顕、大見優介 

〒460-0011 愛知県名古屋市中区大須 2-26-28 アイランド大須 201号 

TEL:070-5623-6394（事務局直通）  FAX:052-212-0012 

MAIL:info@ai-chikara.com 

HP:http://www.ai-chikara.com/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

We are family 
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